
横浜市会議員（自由民主党）

元町・中華街駅～JR根岸駅～JR磯子駅～横浜シーサイド
ライン新杉田駅間の早期開通を要望していきます。

本牧・根岸に新交通を！

＝今後の署名活動にご協力ください。＝
　米軍根岸住宅地区の返還を目前に控え、街区開発が停滞していた根岸駅周辺地域が、新たな土地利用転換（横浜
市大医学部・附属２病院再整備構想）を好機ととらえ、主要な生活拠点を結ぶ横浜市の鉄道ネットワーク、『横浜環
状鉄道』の延伸を要望します。

　横浜環状鉄道は、日吉～鶴見、中山～二俣川～東戸塚～上大岡～根岸～元町・中華街を結ぶ鉄道路線で、国の交
通政策審議会の答申路線です。（裏面地図参照）

　横浜環状鉄道が全線開業したあかつきには、新設区間の需要規模は42～55千人／日となり、現在の相鉄いずみ
野線と同規模と試算されています。
　しかし、建設コスト（概ね6600～7700億円）が事業化の大きなネックであり、事業採算性を確保することが事業
化の前提条件となります。

　鉄道（地下鉄）の建設コスト高のデメリットを補う、効果的な事業手法として「新交通システム」を提案します。
　新交通システムの事業例として、新杉田駅から金沢八景駅までを結ぶ「横浜シーサイドライン」があります。ま
た、上瀬谷通信施設跡地で2027年に開催される国際園芸博覧会（花博）の輸送手段としても「新交通」が活用され
る予定です。

　「新交通システム」は、鉄道（地下鉄）と比較し、事業（建設）コストを大幅に抑えることができるのが最大のメリ
ットです。
　新交通システムの根拠法である「軌道法」では、インフラ部分の橋脚などは「道路」とみなされ、建設費負担が国
道であれば国が、県道であれば県が負担することとなり、インフラにかかる事業者負担が大幅に軽減されること
になります。

　また、鉄道（地下鉄）であれば、加速・減速に長い距離が必要となることから、駅間距離が３ｋｍ程度必要となり
ますが、新交通システムでは、バスのようにタイヤ式輸送車両のため、加速・減速が容易であり、駅間距離も概ね
300ｍ～500ｍごとに駅をつくることができ、高齢者にとって駅までの利用が大変便利です。
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元町・中華街

平成23年に横浜シーサイドラインの磯子、根岸への延伸をめざし、『根岸、磯子に新交通を実現する会』を設立し
ました。今後は、『元町・中華街まで、横浜シーサイドラインを延伸する会（仮称）』と名称を改め、運動を強化して
いきたいと思います。本会の趣旨に賛同される皆様は、ご加入いただきますようお願い申し上げます。

 横浜市会議員　　山本たかし

　『大量輸送か、中量輸送か？』　横浜市民にとって、必要とする交通手段を考えると
き、将来における少子高齢化や人口減少社会の中で、求められるのは、超高齢社会に

適応したコンパクトな生活路線であり、それは、鉄道（地下鉄）でなく『中量輸送』の新交通システムといえます。
　昭和57年に返還された米軍横浜海浜住宅エリア１・２地区（根岸森林公園の一部含む）82haは、『新本牧エリア』
として新しい街が開発されたものの、市営地下鉄の関内からの延伸が実現されず、今日まで公共交通をバスに依
存するエリアとして、横浜市域の発展から取り残されてきました。
　そして遅れること40年、戦後74年間、接収されてきた根岸住宅地区（エリアＸ）の返還が現実的になってきた今
こそ、あらためて、住民の悲願であった、元町・中華街からＪＲ根岸間の延伸と新杉田から根岸間の横浜シーサイ
ドラインの延伸を求めていきたいと思います。

横浜環状鉄道

　昭和22年に接収された中区、南区、磯子区にまたがる約43haの米軍施設であった根岸住宅地区が、平成16年の
返還方針の日米合意を経て、平成30年11月の「早期返還引き渡しに向け、原状回復作業を速やかに実施するため
共同使用について日米間で協議を開始する」という日米合意により、返還が現実的になってきています。これから
新交通である横浜シーサイドライン延伸（新杉田⇒磯子⇒根岸⇒新本牧⇒小港町⇒元町・中華街）を求め、今後、署
名活動を展開してまいります。ご理解とご協力をお願いします。

　鉄道網は概ね横浜駅を中心 
とした放射状に整備されていま
す。
　横浜駅から伸びる放射状の
各鉄道路線上 の拠点駅を結
ぶ鉄道は十分とは言えない状
況です。それぞれの拠点間を鉄
道で移動する場合は、 多くの場
合横浜駅を経由することになり、
いずれ も 30 分程度を要して
おり、乗り継ぎを要するなど利
便性が高いとは言えな い状況
です。
　そのため鉄道のネットワーク
機能を確保する必要があります
が、整備には､多額の費用を要
するため「長期的に取り組む路
線」と位置づけられています。
　しかし､これまで、元町・中華
街駅、根岸駅と沿線の団地や
住宅地等を結ぶバス運行も､バ
ス事業の採算性悪化に伴い減
便が顕著で市民の足が守れな
くなってきています。
( 平成26年の横浜市の鉄道を
軸とした交通体系から)

新交通システムの
延伸を要望


